
8/1 ダイアナモンキー ウーロン♂　札幌市円山動物園へ搬出。
8/3 トナカイ サクラ♀　右角一部折れる。
8/4 チリーフラミンゴ ヒナ１羽　死亡。
8/7 ミーアキャット 7/16生まれ　開眼確認。

カナダヤマアラシ モズク♂　体重測定実施。7.95㎏
8/11 カピバラ ぐり♀　捕獲し治療、抗生剤変更し展示ケージ手

前清掃実施。
8/12 アムールトラ カサンドラ♀　発情兆候確認。
8/16 ライオン トモ♀　発情兆候なし、妊娠の可能性あり。

アフリカゾウ だいすけ♂、花子♀　採血実施。
8/17 チリーフラミンゴ 1羽ふ化確認。
8/18 アミメキリン カンタ♂　削蹄実施。
8/19 コモンマーモセット 3頭出産確認。（8/23に１頭死亡）
8/20 サル舎 全種全頭に駆虫剤投与実施。
8/21 インドクジャク ♀　１羽死亡。
8/22 チリーフラミンゴ 雛への授乳確認。
8/24 ヨーロッパフラミンゴ 1羽ふ化確認。
8/26 ミーアキャット 親子、展示場へ出す、仔も活発な行動確認。
8/27 シナイモツゴ 園内保全池に稚魚200尾以上生存確認。
8/29 チンパンジー コタロウ♂、Ｊ太郎♂　見合い実施。
8/30 アミメキリン カンタ♂　フレーメン行動確認。

リンリン♀　夜間採食行動調査開始。
ライチョウ 瀑♂　換羽開始。

8/31 カリフォルニアアシカ アイラ♀　換毛確認。
アフリカゾウ だいすけ♂　体調不良（動き無く、壁面に寄りか

かっている採食・飲水せず）経過観察。
9/3 アフリカゾウ だいすけ♂　体調不良経過観察及び治療実施。
9/4 コモンマーモセット おまめ♀　群れと対面。
9/6 カリフォルニアアシカ アイラ♀　直接飼育に向けたトレーニング開始。

ミニブタ とん平♂　9:00頃に発作あり、右後肢擦過傷、イ
ソジンスプレー散布実施

9/9 フラミンゴ 換羽ピーク。
9/11 ライオン トモ♀　乳首目立ってきた、妊娠の可能性確認。
9/20 ミーアキャット 親子と群♂、♀1も加えての同居訓練実施。

アフリカゾウ だいすけ♂　体調不良経過観察及び治療実施、
胃粘膜保護剤(デプレノン)投薬終了。
花子♀　採血実施。

9/24 カリフォルニアアシカ マヤ♂　左後鰭第２肢の爪一部割れている、要観察。
9/25 アミメキリン カンタ♂　追尾、フレーメン行動確認。

リンリン♀　採血実施。
9/26 ケヅメリクガメ ゴダイ♂　食欲低下、排尿あり、排便なし。皮下輸

液実施。9/28レントゲン検査予定。
9/29 カリフォルニアアシカ アイラ♀　給餌量増量12㎏/日。

コモンマーモセット おまめ♀　体重の伸びが悪い。
9/30 レッサーパンダ ケンシン♂×ナナ♀　夕方同居訓練実施。
10/2 アカカンガルー フレンドール♀　涙目及び微熱等の異常確認。
10/3 コモンマーモセット おまめ♀　ミルクもあまり飲まない。
10/5 ヨーロッパフラミンゴ 6羽（♂3羽、♀3羽）　仙台市八木山動物公園へ搬出。
10/7 シバヤギ バニラ♀　発情。午後から信濃丞♂と同居開始、

交尾確認。
10/8 トナカイ ルドルフ♂　交尾した可能性あり。
10/10 キョン ソンケン♂　両角枯角。
10/11 アムールトラ カサンドラ♀　発情兆候確認。

アフリカゾウ だいすけ♂　体調不良経過観察、整腸剤一旦終了する。
花子♀　採血実施。

10/13 オオハシ オオハシくん♂　体重測定実施：369ｇ
10/14 サル山（ニホンザル） 全頭室内収容追い込み作業実施。裏飼育個体2頭

を群れへ戻す。
10/15 サル山（ニホンザル） 全頭捕獲、マイクロチップチェック実施。
10/21 ミニチュアホース エルフィー♀　右眼、目やにと涙あり、眼軟膏塗布。
10/23 ライチョウ 体重測定（白♂903ｇ、瀑♂823ｇ）。

カピバラ ぐり♀、ぐら♀　抗生剤内服。
10/24 アミメキリン リンリン♀　右後肢蹄底部のやすりかけ。
10/26 ミーアキャット 別群♂との同居訓練実施、早々に闘争有り中止。
10/30 日本産両生爬虫類 冬眠のため展示終了。
10/31 アフリカゾウ 花子♀　乾草の給餌量増量。
11/1 シナイモツゴ 保全池冬対策のため屋根設置。

アフリカゾウ だいすけ♂、花子♀　午前中放飼する。
11/2 ライオン トモ♀　仔♂１頭出産確認、最終交尾日から92

日。（11/3死亡）
コモンマーモセット おまめ♀　群れに戻す。

11/4 ライオン トモ♀　麻酔による検査実施。
コモンマーモセット おまめ♀　体重測定実施。74.3ｇ

11/6 ジャンボウサギ ヨシオ♂×アン♀　交尾確認。
11/8 カリフォルニアアシカ マヤ♂×アイラ♀　同居訓練開始。
11/9 ライチョウ 白♂、瀑♂　同居訓練開始。
11/10 アフリカゾウ 花子♀　久々に足ケア実施。
11/12 フンボルトペンギン 茶白、紫茶　採血実施。
11/13 マーコール 弟♂　前日入院個体死亡。
11/15 シンリンオオカミ ジュディー♀　室内収容訓練開始。
11/20 ライオン トモ♀　発情兆候確認。
11/22 シロフクロウ ♀1羽　盛岡市動物公園へ搬出。

爬虫類 展示場に寒さ対策の断熱材等設置。
11/25 ピューマ 左前肢第一指の巻き爪による出血確認。
11/26 ノドジロオマキザル 群れの力関係に変化あり、交尾行動確認。

フンボルトペンギン ペンギン舎内個体群　産卵確認。
11/27 カピバラ 3頭（♀2頭、♂1頭）　横浜市金沢動物園へ搬出。
11/29 アフリカゾウ だいすけ♂、花子♀　採血実施。
12/1 チンパンジー コタロウ♂　脱肛あり。

フンボルトペンギン ペンギン舎内個体　採血実施。赤青　産卵確認。
12/2 ピューマ 麻酔による爪切り及び健康チェック実施。

フンボルトペンギン 茶白/茶白　産卵確認。
12/4 アムールトラ カサンドラ♀　発情兆候確認。

カリフォルニアアシカ マヤ♂　体温測定開始。
12/5 アムールトラ ヒロシ♂×カサンドラ♀　同居開始。

コモンマーモセット ♂4頭　福井市足羽山動物園へ搬出。
12/7 ロップイヤー 性別不明3頭　出産あり。
12/8 ニホンイヌワシ 信濃♂×たつ子♀、一颯♂、涼風♂　4羽を猛禽舎へ移動。

シロフクロウ ペア　猛禽舎へ移動。
アフリカゾウ 花子♀　削蹄実施。

12/9 ライチョウ 白♂、瀑♂　終日同居。
12/12 フンボルトペンギン 青黄　産卵確認(2個目)。
12/13 アムールトラ ヒロシ♂×カサンドラ♀　同居終了。
12/14 アカカンガルー ハニイ♀　出生確認。（12/22死亡）
12/16 チンパンジー コタロウ♂　脱肛あり、検便実施、投薬。
12/19 シンリンオオカミ ジュディー♀　麻酔による検査実施。

ニホンイヌワシ 信濃♂×たつ子♀　交尾時の鳴き声確認。
アミメキリン カンタ♂　蹄の過長、変形が進行（トレーニング下で確認する）。

12/23 フンボルトペンギン 赤白白　抱卵確認、産卵した様子（1卵目）。
12/25 アミメキリン カンタ♂　削蹄。リンリン♀　採血実施。
12/26 コツメカワウソ キトラ♂×わらび♀　同居訓練を開始。
12/28 ツキノワグマ コゴミ♂、ルビー♀　冬ごもり開始。
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大森山動物園

８/４　動物園路の表示がなく、どうのように回
れば良いのかわからない。同じ所を何度も歩かな
ければならないのでなんとかしてほしい。
（新しい園内マップに主な園路を記載しました）

8/14　女性のお客様からコクチョウの事を聞か
れ、昨年の鳥インフル絡みでの事を話したら号泣
された。その女性はその鳥類を担当していた飼育
員を労ってくれた他、全職員にこれからも頑張っ
て下さいと言っていた。

9/17　近くなら年パスでたくさん来たい！　動
物解説のイラストがかわいかった！　小さい子供
にも見やすい（柵でなくガラス等）　生き物が身近
に感じれました。解説や案内等生き物への愛を感
じました！

9/24　20年ぶりくらいに来ました。遊園地観覧車初乗
りしたのですが、天気が良くて男鹿半島までハッキリ見
られて面白かったです。

10/31　先月末に来園し、アシカをとても気に入って
くれたお客様が、夕方のトレーニングの時間に合わせて
来て下さり、前回来たときに買ったアシカのフォトズー
カードと同じ笑顔が見れたと、とても喜んでいた。

11/18　年パスをもっと高くしてもらっても大丈夫な
ので、動物たちにもっとよい環境で過ごしてもらいたい
です。あと、もっとオモリングッズ出してほしいです。動
物たちのオリジナルグッズも。ぜひ買いたいです。
（キーホルダーなど新オモリングッズを販売予定です）

11/26　今日のイベントについて、ミルヴェンジャーと
うさぎのエサやりがタイムスケジュールでかぶっており
物理的にエサやりが不可能だった。子供がエサをやれな
くて残念がってたので今度からずらしてほしい。
（次回開催の際はスケジュールを調整いたします）

お客さまの声 かたばた通信
　大森山動物園で２年間お世話になり、学んだことは
数え切れないですが、特に印象に残っていることは「動
物園はレクリエーションの場だけではなく、希少な動
物を保護・繁殖していく場でもあること」、また「お客様
はもちろん関係業者やボランティアなど裏から支える
方がいて大森山動物園という一つの施設が成り立って
いる」ということです。当たり前の様な事だったのです
が、動物園の見方が変わった瞬間でした。
　いろいろな視点から動物園を見ると今までと違った
発見ができると思いますので、みなさんそれぞれの大
森山動物園を楽しんでいただけたら幸いです。
 （宇佐美）


